
　　　　第68回　　　グループホームまみや地域運営推進会議 　　議事録

会議日時 　令和５年　 11月２４日（金）　　　

１、グループホームまみやの現状報告 　　２、ヒヤリハット、事故報告 ３，ホームより報告事項等　　

４，東部保健所管内の結核発生状況について ５，その他

ご家族　  1 名　　　　地域住民代表　1名　　　　　市町村職員　１名　　　区長 　名

民生委員　1名　　　町会議員　　　２名　　　　　職員　　　　３名

　　　　合計

　　　男　　性 　　　　１　名 　　　　平　均　年　齢　　　　７２歳 男性 　１名

ご利用者 　　　女　　性　　　　　　７　名 　　　　平　均　年　齢　　　　８６歳 女性 　８名

　の状況 年齢 84,4

介護区分 要介護２ 要介護４ 要介護５

　の分布 　　２　名 　　２　名

　１．【入居状況等】　　　　　　

　　　　11/２４空室１有り　　　　　2名の看取りを10月、11月させていただきました。　　　　　　　

　２．【ヒヤリハット報告】　 １３件　　　

        歩行難者居室にてベッド柵に掴まり伝え歩きをしている。・手押し車のバッグの中にパッドが1枚も入っていない。・車椅子の右側の

　　　　ブレーキが横に開いた状態になっていてブレーキが掛からない状態になっている。・ポータブルトイレのひざ掛け部分ががたついていた

　　　　・敷地内のウッドデッキに乗って中高生の男性が大声を出していた。・日頃動きのない方が利用者様がトイレ介助時立ち上がり動き

　　　　　出す。・タンスの上段の底が抜けてしまう。・左手首のくるぶしにあざを発見する。・入浴セットを確認するとズボン下に便の付着が

　　　　　あった。・歩行難者居室内で車椅子に手を付いて周りを歩いていた。・肌着の前後の着せ違い。・入浴介助後の塗り薬のしまい

　　　　　忘れ。・使用タオルの片付け場所違い。

 　　【事故報告】　　３件

　　（内容）：朝食後薬配薬時、誤って他の利用者様の食後薬を服薬させてしまう。

　　　　　　　（対策）：配薬時、職員間での確認と服薬直前の氏名、顔、日時の確認を徹底する。　　　　　

　　（内容）：夕食後薬を内服の際Ⅰ様に他利用者様の薬を服薬させてしまう。

　　　　　　　（対策）：朝・昼・夕の個人ケースを作り薬局の服薬ケースから移す。個人ケースには大きく個人の名前を記入職員読み上　

　　　　　　　　げ、確認を徹底して行う。

　　（内容）：爪切りを実施している際、右第３指の爪から出血しているのを発見する。

　　　　　　　（対策）：手をしっかりと固定し、切る部分がずれてしまわないよう気をつけて行く。自分が切りやすい体勢を作れるよう、利用者

　　　　　　　様のベッドを上げたり、切る場所を考えて実施する。

　　　　　　・誤薬の2件は函南町に報告済みです。

　　質疑応答

　　　　　　・前回よりのヒヤリハットと比べると、ベッドよりのずり落ちや、足がベッドより下がっていたと言うことが、無くなったと思われるのです

　　　　　　　が(包括）

　　　　　　・ヒヤリハットに上がっていた方の看取りをさせていただきました。（管理者）

　　　　　　・介護５の方が2名、介護４の方が2名いらっしゃるので身体介助をする職員さんも大変なんだろうと思います。（包括）

　　　　　　・皆さんのヒヤリハットを見ても忙しいから見切れないと言うものも有る。一つ一つ見る事は大事な事、働いている人がケアの

　　　　　　　仕事をしっかりとやることが普通の労働者と同じように見て賃金が支払われるようになると良いが（議員）

　　　　　　・人材不足の事を考えるとお金の底上げを考えていかないと。その点に対しては訴えていきたい。（議員）

　３．【ホームより報告事項等】

　　　　10月１８日　　防災訓練　　　　　（想定　東海地震発生時の対応訓練）

　　　　１０月・１１月　職員社内研修　　（　誤嚥性肺炎について・　認知症基礎的な理解）

　　　　11月６日　　コロナワクチン7回目接種

　　　　11月１７日　インフルエンザ予防接種

　　　＊会社で育てた収穫後の芋のツルを利用し、クリスマスリースの制作を利用者様と一緒に行っています。

　　　＊11月７日より沼津大原学園の生徒さんが実習に見えています。

　４，【東部保健所管内の結核発生状況について】

　　　東部管内では10月までに、結核に３２人罹患し3人が死亡しています。罹患者は、高齢者・糖尿病・ＨＶＩ（人パピローマウイルス）が

　　　多い。免疫力低下すると発生する。感染症が出にくいので、見逃すことも有る。咳で飛散し空気中に浮遊し、乾燥すると飛沫かくと

３,３

平均介護度

　０　名 1名 　1　名 2名

議題

出席者

　要支援２ 要介護１ 要介護３



　　　なる。空気・飛沫核感染と言う。咳・痰・微熱・倦怠感・食欲低下・胸痛・血痰等2週間以上続く時は疑い、受診する。陽性者は

　　　入院加療する。緊急性の高い場合は、保健所の指示を確認し移動ルートも聞く。

　　　症状に余裕のある時は、マスク・居室対応・ドアを閉める。・換気をする事で良い。洗濯、食器洗いは通常で問題ない。

　　　日本では、年間9万人が罹患する。結核では、日本は低蔓延国になった。今は梅毒も一度は消滅したが、再び罹患者が出ている。

　　　この事に関しては、東南アジアで蔓延しているその人たちの入国が原因ではないかと推測していると。

　　質疑応答

　　　・自分達の周りには結核等の話を聞いた事はありません。（出席者）

　　　・コロナは今どんな具合ですか（議員）

　　　・法人的には下火になってきていますが、インフルエンザが流行っています。まみやではありませんが、同居のお孫さんや、年齢の若

　　　　い子供さんなどから、感染している職員もいます。（職員）

　５,【その他】

　　・給食会社の問題があったが、富南さんは食事周りについてはどうですか（議員）

　　・調理部が会社にはあります。各事業所により提供の仕方は違いますが、調理部に関わる職員は月１回の検便や、手洗いなど衛生

　　　面に対しても徹底して行っています。（管理者）

　　・光熱費や食材費が上がっているが、利用者さんの食事が１品減るのか、そう言う部分で大変なのじゃないのかな（議員）

　　・そういう事はありません。職員が必要のない所の節約はしていますが。（職員）

　　・他の施設を見た時に、利用者さんが集まる所の電気を消している所もある。気持ちは分かるが、皆が集まっているのに暗い所にいる

　　　のは可哀そう（議員）

　　・自分が担当している地域には高齢者がほとんどいなく母子家庭の方が多い。母子家庭の方はしっかりしていて自立している。年２回

　　　状況の変化がある時に携わることがある。高齢者のように切実な方はいない。（民生委員）

　　・10年位母を自宅で介護してきました。自分自身とってもいらいらして過ごしていました。グループホームに預けて職員さんたちがとても良く

　　　見てくれているんだと思います。介護する方が、体を壊さない様に元気で見て欲しい。家族としては何かやって欲しい事があれば声を

　　　掛けて下さい。（ご家族）

次回予定 令和 ６年 １月２９日（月）　　予定


